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◆ 著 書 
1)  渡辺行雄：強い自発眼振を伴った症例に対する温度刺激検査（カロリックテスト）の評価．「耳鼻咽喉科・頭頸部外

科診療のコツと落とし穴」神崎仁編，18-19，中山書店，東京，2006． 
2)  渡辺行雄：「医療禁忌 診療科別マニュアル」富野康日己編，493-505，医歯薬出版，東京，2006． 
3)  坪田雅仁, 西条寿夫, 矢田幸博, 小野武年：嗅覚．嗅覚障害．「別冊・医学のあゆみ 五感の生理・病理・臨床」今

西二郎編，医歯薬出版，東京，2006． 

 

◆ 原 著 
1)  Fushiki H., Maruyama M., Watanabe Y., Efficacy of tilt-suppression in postrotatory nystagmus in cats. Brain Res., 

1108:127-132, 2006. 
2)  M.Tsubota, H.Shojaku, E.Hori, M.Fujisaka, H.Nishijo, T.Ono, H.Yamamoto, Y.Watanabe: Sound-evoked myogenic potentials 

on the sternocleidomastoid muscle in monkeys. Acta Otolaryngol, 126:1171-1175, 2006. 
3)  藤坂実千郎，將積日出夫，伏木宏彰，石田正幸，丸山元祥，渡辺行雄：ナビゲーションシステムが有用であった副

咽頭腫瘍症例―モールドレジストレーション：歯の登録の試み―．耳展 49(5）：77-79，2006． 

 

◆ 症例報告 
1)  Fushiki H., Morijiri M., Maruyama M., Motoshima H., Watanabe Y., MRI of intranasal pleomorphic adenoma. Acta 

Otolaryngol., 126: 889-891, 2006. 
2)  Ishida M., Fushiki H., Morijiri M., Maruyama M., Motoshima H., Asai M., Watanabe Y., Mumps Virus Infection in Adults: 

Three Cases of Supraglottic edema. Laryngoscope, 116:2221-2223, 2006. 

 

◆ 総 説 
1)  渡辺行雄：DPCに対応したクリニカルパスの実際－めまい（前庭機能障害）－．耳鼻咽喉科・頭頸部外科78(6)：415-418，

医学書院，東京，2006． 
2)  渡辺行雄：めまいの病態生理．year note 2006別冊 SELECTED ARTICLES , 293-298, メディックメディア，東京，2006. 
3)  渡辺行雄：めまい診療のテクニック－メニエール病と間違いやすい疾患の鑑別－．Medical View Point27(5)，医事出

版，東京，2006． 
 

◆ 学会報告 
1)  丸山元祥，將積日出夫，安村佐都紀，藤坂実千郎，渡辺行雄，丸山裕美子，木村 寛：甲状腺膿瘍の２例．第 16回



日本頭頸部外科学会, 2006, 1, 久留米． 
2)  武田精一：WebDAV+SSL を用いた講座内ファイルサ－バの学外共有の試み．第 28 回生理学技術研究会，2006，2，

岡崎． 
3)  渡辺行雄，武田精一：医学部学生に対する Windows プログラミング教育の経験．第 22回耳鼻咽喉科情報処理研究

会，2006，3，高松． 
4)  渡辺行雄，將積日出夫，坪田雅仁：放物線飛行が前庭誘発筋電位に与える影響に関する実験系の構築．第 22回耳鼻

咽喉科情報処理研究会，2006，3，高松． 
5)  安村佐都紀，渡辺行雄，上田直子，武田精一：温度刺激検査中の嘔気症状発現予測システム：第 22回耳鼻咽喉科情

報処理研究会，2006，3，高松． 
6)  武田精一，渡辺行雄：WebDAVによる医局内ファイルサ－バの学外共有（第 2報）－SSLクライアント認証の導入

－．第 22回耳鼻咽喉科情報処理研究会，2006，3，高松． 
7)  石田正幸，伏木宏彰，丸山元祥，石丸ひとみ，浅井正嗣，渡辺行雄：喉頭浮腫をきたしたムンプス３例．第 16回北

陸耳鼻咽喉科感染症研究会，2006，3，金沢． 
8)  浅井正嗣，小林健二，渡辺行雄：難治性平衡障害患者の生活指導の試み．第 5 回「姿勢と歩行」研究会，2006，4，

東京． 
9)  安村佐都紀：温度刺激検査中の前庭自律神経反射による嘔気症状発現の予測．第 46回日耳鼻富山県地方部会，2006，

4，富山． 
10)  藤坂実千郎：シドニー大学における人工内耳の現況．第 46回日耳鼻富山県地方部会，2006，4，富山． 
11)  小林健二：診断に苦慮した外歯瘻症例．第 46回日耳鼻富山県地方部会，2006，4，富山．  
12)  坪田雅仁, 將積日出夫, 藤坂実千郎, 渡辺行雄：サル胸鎖乳突筋における音響誘発筋電位．第 46 回日耳鼻富山県地

方部会, 2006, 4, 富山． 
13)  西田悠，藤坂実千郎，渡辺行雄：箸による外耳道外傷の一例．第 46回日耳鼻富山県地方部会, 2006, 4, 富山． 
14)  和田倫之助，伏木宏彰，石田正幸，丸山元祥，渡辺行雄：TS-1が有効であった下咽頭 Spindle cell carcinomaの 1例．

第 24回北陸頭頸部腫瘍研究会，2006，4，金沢． 
15)  渡辺行雄，將積日出夫，坪田雅仁：前庭誘発筋電位に対する放物線飛行の影響に関する実験系の構築．第 107 回日

本耳鼻咽喉科学会, 2006，5，東京． 
16)  將積日出夫，坪田雅仁，渡辺行雄：前庭誘発筋電位に対する放物線飛行の影響．第 107回日本耳鼻咽喉科学会, 2006，

5，東京． 
17)  浅井正嗣，小林健二，渡辺行雄：前庭障害患者の足踏動作について．第 107回日本耳鼻咽喉科学会, 2006，5，東京． 
18)  安村佐都紀，藤坂実千郎，渡辺行雄：耳性髄液瘻の２症例．第 107回日本耳鼻咽喉科学会, 2006，5，東京． 
19)  伏木宏彰，石田正幸，渡辺行雄：自己運動感の異種感覚選択性について．第 107回日本耳鼻咽喉科学会, 2006，5，

東京． 
20)  坪田雅仁, 將積日出夫, 藤坂実千郎, 渡辺行雄：強大音によってサル胸鎖乳突筋に誘発される筋電図．第 107回日本

耳鼻咽喉科学会, 2006，5，東京． 
21)  坪田雅仁, 安村佐都紀, 中川肇, 渡辺行雄：アレルギー性鼻炎に対する高周波電気凝固術の治療成績．第 27 回富山

免疫アレルギー研究会，2006，5，富山． 
22)  安部英樹，伏木宏彰，西田悠，石田正幸，渡辺行雄：急性炎症時にみられた顔面神経の腫脹所見．第 29回日本顔面

神経研究会，2006，6，新潟． 
23)  Watanabe Y., Shojaku H, Tsubota M, Mizukoshi K. :Effect of the parabolic flight on the vestibular evoked myogenic potentials 

(VEMP) in humans. 24th Barany Society Meeting, 2006, 6, Uppsala, Sweden. 
24)  Shojaku H, Kobayashi K, Tsubota M, Ishimaru H, Fujisaka M, Watanabe Y. :24th Barany Society Meeting. 2006.6 Uppsala, 

Sweden. 
25)  Tsubota M., Shojaku H., Hori E., Fujisaka M., Nishijo H., Ono T., Yamamoto H.,  Watanabe Y.：Establishing of new animal 

model on vestibular evoked myogenic potential. 24th Barany Society Meeting, 2006, 6, Uppsala, Sweden. 
26)  和田倫之助，伏木宏彰，石田正幸，丸山元祥，渡辺行雄：Ts-1が奏効した下咽頭 Spindle cell carcinomaの 1例．第

30回日本頭頸部癌学会，2006，6，大阪． 
27)  安部英樹，伏木宏彰，西田悠，石田正幸，渡辺行雄：急性炎症時にみられた顔面神経の腫脹所見．第 303 回日耳鼻

北陸地方部会連合会，2006，6，金沢． 
28)  西田悠，藤坂実千郎，渡辺行雄：頬部に形成された外傷性表皮嚢腫の一例．第 303 回日耳鼻北陸地方部会連合会，



2006，6，金沢． 
29)  石田正幸，伏木宏彰，丸山元祥，石丸ひとみ，浅井正嗣，渡辺行雄：喉頭浮腫による呼吸困難を主訴に受診したム

ンプス３例．第 68回耳鼻咽喉科臨床学会，2006，6，金沢． 
30)  石丸ひとみ，將積日出夫，浅井正嗣，安村佐都紀，丸山元祥，五十嵐良和，渡辺行雄：難治性内リンパ水腫疾患に

対する中耳加圧療法－鼓室換気チューブ挿入の効果を中心に－．第 68回耳鼻咽喉科臨床学会，2006，6，金沢． 
31)  藤坂実千郎，木村寛，小林健二，渡辺行雄：クマによる外傷性耳下腺管損傷の一例．第 54 回中部地方部会連合会，

2006，7，四日市． 
32)  坪田雅仁, 石丸ひとみ, 將積日出夫, 藤坂実千郎, 渡辺行雄：前庭障害を併発したムンプス難聴の一例．第 54回中部

地方部会連合会，2006，7，四日市． 
33)  上田直子，安村佐都紀，成瀬陽，渡辺行雄：温度刺激検査中の嘔気症状発現予測システムの構築．第 18回頭頸部自

律神経研究会，2006，8，大阪． 
34)  石田正幸，將積日出夫，安村佐都紀，成瀬 陽，坪田雅仁，渡辺行雄：中耳真珠腫鑑別における拡散強調画像の有

用性．第 304回日耳鼻北陸地方部会連合会，2006，9，金沢． 
35)  成瀬 陽，藤坂実千郎，坪田雅仁，伏木宏彰，石丸ひとみ，伊東宗治，丸山元祥，丸山裕美子，將積日出夫，渡辺

行雄：最近経験した特異な経過をたどった咽頭異物の 2例：．第 304回日耳鼻北陸地方部会連合会，2006，9，金沢． 
36)  藤坂実千郎，十二町真樹子，安村佐都紀，渡辺行雄，麻生伸：当科における人工内耳再埋め込み症例について．第

51回日本聴覚医学会，2006，9，山形． 
37)  十二町真樹子，藤坂実千郎，安村佐都紀，渡辺行雄，麻生  伸：当科における精密聴力検査を目的とした小児の受

診状況－新生児聴覚スクリーニングをうけて－．第 51回日本聴覚医学会，2006，9，山形． 
38)  安村佐都紀，浅井正嗣，將積日出夫，伏木宏彰，安部英樹，和田倫之助，渡辺行雄：当院における気管切開術およ

び輪状甲状膜穿刺術の状況：第 58回日本気管食道科学会，2006，10，札幌． 
39)  安村佐都紀，渡辺行雄，將積日出夫，浅井正嗣，伏木宏彰，藤坂実千郎，成瀬陽：めまいに使用する漢方製剤の生

薬成分の考察：第 22回日本耳鼻咽喉科漢方研究会，2006，10，東京． 
40)  坪田雅仁, 石丸ひとみ, 將積日出夫, 藤坂実千郎, 渡辺行雄：後迷路性障害を併発したムンプス難聴症例．第 16回日

本耳科学会，2006，10，青森． 
41)  將積日出夫，渡辺行雄，坪田雅仁，藤坂実千郎：強大音によるヒト下肢 Hoffmann反射への影響．第 65回日本めま

い平衡医学会，2006，11，東京． 
42)  浅井正嗣，小林健二，渡辺行雄：マン姿勢破綻の観察．第 65回日本めまい平衡医学会，2006，11，東京． 
43)  安村佐都紀，將積日出夫，上田直子，渡辺行雄：温度刺激検査による発現する嘔気症状予測システム：第 65回日本

めまい平衡医学会，2006，11，東京． 
44)  伏木宏彰，丸山元祥，石田正幸，渡辺行雄：速度蓄積機構を介した耳石による前庭性眼運動制御について．第 65回

日本めまい平衡医学会，2006，11，東京． 
45)  石田正幸，伏木宏彰，渡辺行雄：自己回転感における前庭情報の優位性．第 65回日本めまい平衡医学会，2006，11，

東京． 
46)  安部英樹，麻生伸，伏木宏彰，安村佐都紀，浅井正嗣，將積日出夫，渡辺行雄：人工内耳手術患者の術前平衡機能

検査所見．第 65回日本めまい平衡医学会，2006，11，東京． 
47)  坪田雅仁, 將積日出夫, 藤坂実千郎, 渡辺行雄：サルの胸鎖乳突筋にみられる音響誘発筋電図－選択的前庭神経切断

による影響－．第 65回日本めまい平衡医学会，2006，11，東京． 
48)  上田直子，渡辺行雄，浅井正嗣：周波数分析を応用した重心動揺図評価法の検討．第 65 回日本めまい平衡医学会，

2006，11，東京． 
49)  十二町真樹子，藤坂実千郎，安村佐都紀，渡辺行雄，麻生  伸：聴力精査を目的とした小児の受診状況について－

新生児聴覚スクリーニングをうけて－．第 47回日耳鼻富山県地方部会，2006，11，富山． 
50)  坪田雅仁, 安村佐都紀, 中川肇, 渡辺行雄：当科におけるアレルギー性鼻炎の手術治療について．第 47 回日耳鼻富

山県地方部会，2006，11，富山． 
51)  木村寛：片側性急性低音障害型感音難聴の健側耳からみた聴力予後の分析．第 47 回日耳鼻富山県地方部会，2006，

11，富山． 
52)  安村佐都紀，渡辺行雄，將積日出夫，浅井正嗣，伏木宏彰，成瀬陽：めまいに使用する漢方製剤の生薬成分と薬効

について：第 17回北陸地区耳鼻咽喉科漢方研究会，2006，12，金沢． 
53)  伏木宏彰，渡辺行雄，伊東宗治，五十嵐良和，小林健二：急性前庭障害例の経過と治療について．第 305 回日耳鼻



北陸地方部会連合会，2006，12，金沢． 
54)  成瀬陽，安村佐都紀，將積日出夫，坪田雅仁，木村寛，渡辺行雄：頭痛及び不明熱を主徴とした Wegener 肉芽腫症

の１例．第 305回日耳鼻北陸地方部会連合会，2006，12，金沢． 
 

◆ その他 
1)  渡辺行雄：厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）分担研究報告書 前庭機能異常に関する調査研

究，「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成 17 年度総括・分
担研究報告書」51-54，2006． 

2)  渡辺行雄，將積日出夫，水越鉄理：遅発性内リンパ水腫の特徴－これまでの報告例による研究班調査の基礎資料－．
「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成 17年度総括・分担研
究報告書」173-174，2006. 

3)  坪田雅仁，將積日出夫，渡辺行雄：前庭誘発筋電位（VEMP）に対する重力加速度の影響．「厚生労働科学研究費補
助金（難治性疾患克服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成 17年度総括・分担研究報告書」175-177，2006. 

4)  浅井正嗣，小林健二，渡辺行雄：前庭障害症例の足踏み動作解析（第一報）．「厚生労働科学研究費補助金（難治性
疾患克服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成 17年度総括・分担研究報告書」178-181，2006. 

5)  將積日出夫，本島ひとみ，浅井正嗣，安村佐都紀，五十嵐良和，渡辺行雄：難治性内リンパ水腫疾患に対する中耳
加圧療法．「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成 17 年度総
括・分担研究報告書」182-184，2006. 

6)  渡辺行雄：耳鼻咽喉科における情報処理（IT）－アナログ情報処理から電子カルテまで－．日耳鼻高知県地方部会・
高知県耳鼻咽喉科医会合同学術講演会，2006，2，高知． 

7)  藤坂実千郎：シドニー大学における小児人工内耳の現況．高志通園センター講演会，2006，3，富山． 
8)  伏木宏彰：顔面神経麻痺について．第 52回耳の日公開講座，2006，3，富山． 
9)  藤坂実千郎：補聴器を上手に使うために．第 52回耳の日公開講座，2006，3，富山． 
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